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英語の音節構造は両音節性か再音節性か

小林泰秀

1 .はじめに

本稿は，英語の辞書に記載されている音節の区切り方は，どのようにし

てなされているかを説明し，その区切り方が音韻上妥当でない点を指摘す

る。そして最後に，妥当な音節構造とは何かを，音素的レベルと音声的

レベルの両面から提示する。なお，本稿での音節区分は，主に『研究社

新英和大辞典』第5版，1980に基づいている。

音節とは， rそれ自身の中には切れ目がなく，前後と区分されるーまと
まりを成す，単音の一つまたはそれ以上の連続体J(新英語学辞典，1982:

1215)である。音節は，音節の中心となる音節主音 (syllabic)と，その

前後にある音節副音 (non-syllabic) から成り立っている。音節主音とな

るのは，主に聞こえ度 (sonority)の高い母音であるが，子音の中でも聞

こえ度の高い鼻音 [m]，[n]や流音[日， [r]が音節主音になる場合があ

る。次のように母音の代わりに音節主音となる子音は，成節子音 (syl・

labic consonant)と呼ばれている。

(1) a.鼻音:[blosIp] </blQs~m/‘blossom'， [bAt早]</bAt~n/‘bu悦on'

b.流音:[æPlJ </æp~l!‘apple'， [W;)tr] </w;)t~r/‘water' 

音節構造についてはいろいろな説があるが，本稿は基本的には Selkirk

(1982:341)に従い，音節は頭子音 (onset) と脚韻 (rhyme)に分かれ，

更に脚韻は核音 (nuc1eus)と尾子音 (coda)に分かれているとする。例
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えば， Christの音節構造は次のようになる。

(2) 

/ん/¥¥¥

八 /¥
八八

音節を頭子音と脚韻に切り離し，核音と尾子音を結びつける理由とし

て二つ挙げよう。一つは，詩歌などが韻を踏んで、いる場合，脚韻の部分が

繰り返されていることである。例えば， day-haぁmate-norninate，lir児島

sh巾les，command-landの下線部のようにである。二つには，混成語

(blend)が頭子音と脚韻の聞で切り離されていることである。次の例で

下線の部分を結びつけたのが混成語であるが，前の語も後の語も，頭子音

とその他の部分に分けられている。

(3) a. ch-annel (チャンネル)+ t-unnel (トンネル)→chunnel(海底ト

ンネル)

b. br-eakfast (朝食)+ l-unch (昼食)→brunch(昼食兼用のおそ

い朝食)

c. sm-oke (煙)+ h-沼e(かすみ)→smaze(煙幕)

音節が頭子音と脚韻に二分される理由を述べたが，これは英語の場合

であり，日本語の音節は核音である母音が頭子音と結びついている。

従って，音節は核音と次の分節音の境が二つのモーラ (mora)の結合点

であり， CVCはCVとCに分けられる。次の例は西光(1997:24)から
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のものであるが， (4a)は混成語で， (4b)は言い間違いの語である。

(4) a. 0/ (sO p.po→ oppo (おっぽ)

b. tek.kin kon.ku.rii.to→kok.kin ten.ku.rii.to (鉄筋コンクリート)

(4b)ではcvモーラのみ入れ換わっており，頭子音と母音の結びつき
が強いことが分かる。

2.辞書に見られる音節区分

音節は切れ目なく発音される音のかたまりであると言っても，辞書に記

載されている音節の区切り方は，必ずしも音声上のものではない。辞書

での音節区分は，形態上のもの，音韻上のもの，スペリングによるもの

と三つに分けられるであろう。これら三つの区切り方には重なる部分も

あるのであるが，その原則を述べてゆく。

2.1. 形態的音節区分

A.複合語

複合語は二つの語が結合してできたものであるが，語の境界が同時に音

節境界となる。

(5) black.board， break.fast， head.ache， over.grown， wide.spread 

B.接頭辞

語根に接頭辞が付加して派生される語は，接頭辞の直後が音節境界と

なる。下線部が接頭辞である。
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(6) con.cede， dis.agree， in.ept， un.armed， un.kind 

C.接尾辞

語根に接尾辞が付加している語は 接尾辞の直前が音節境界となる。

(7) a.void.ance， bak.ery， c1ear.ance， de.vot.ed， fail.ure， lem.on.ade， 

pan.el.ist， rain.y， re.fus.a1， sav.ing， tastぁ teach.er，vic.tim.ize， 

wid.en<Wide+en 

接尾辞の付加によって，接尾辞の前の音節に強勢がなくなった場合に

は，非強勢音節は尾子音を取らないので，語根の最後の子音は，接尾辞

の頭子音となる。

(8) a. disciple [dIsmpl] + ine → dis.ci.pline [dIS;;Jplm] 

b.Jap加 [d3;;Jpan]+ ese→ Jap.a.nese [d3ap;;Jniz] 

c. preside [pnsmd] + ent→ pres.i.dent [prcZId;;Jnt] 

d. commune [k;;Jmjun] + ist→ com.mu.nist [kamj;;Jmst] 

e. negate [mgeIt] + ive→ neg.a.tive [ncg;;Jtlv] 

(8) の語末子音が次の接尾辞の頭子音になるのは，非強勢音節の脚韻

は短母音のみであるという一般的原則に基づいたものである。しかし，

victimize， lemonadeはvic.ti.mize，lem.o.nadeとは区分されずに，

vic.tim.ize， lem.on.adeと区分されている。これは，語根と接尾辞の境界

の強さによるものである。 victim+ize，lemon+adeは語根と接尾辞が独立

しており，接尾辞は前の語根に対して中立的である。それに対して

neg.a.tiveでは，接尾辞-iveは前の語根に影響を与え，非中立的である。

非中立的な接尾辞は語根との結びつきが強いため，派生語全体に音節区

分規則が適用されている。 actingがact.ingと区分され， activeがaC.tive
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と区分されているのも，形態素境界の強さによるものである。同じ接尾

辞でも区切り方の異なるものがある。 failureはf記l.ureのように語根が独

立しているが， creatureはcreateに・ureが付加することで発音が変わるの

で，形態素境界を無視して crea.tureと区分されている。

2.2. 音韻的音節区分

A.重音節と軽音節

音節には，脚韻が枝分かれしている重音節 (heavysyllable)と，脚韻

が枝分かれしていない軽音節(lightsyllable)とがある。一般的に，重音

節には強勢が付与され，軽音節は強勢を取らない。脚韻が枝分かれして

いる重音節の構造には，核音が枝分かれするものと，尾子音を取るものと

がある。核音が枝分かれしている構造は，二重母音，あるいは長母音の

-(C)VV-の音節であり，尾子音を取る構造は， -(C)VC-の閉音節である。

一方，強勢の付与されない軽音節は，脚韻は短母音のみであり， -(C)V-

の開音節である。音節には -(C)VVC-のように二重母音と尾子音を取った

り， -(C)VCC・のように尾子音を二つ取る超重音節 (superheavy

syllable) と呼ばれるものもあるが，重音節と同じく強勢の付く音節とし

て扱われる。

強勢の置かれる音節を重音節とし，非強勢の音節を軽音節とすると，

音節区分は次のようになる。

(9) 第一音節が重音節の語

a. (C)平:如.to，beau勾，fea.ture， mu.sic， se.cret， stu.dent， wa.ter 

b. (C)VV-: April， li.on， na.tive， neigh.bor， o.pen， po.et 

c. (C)VC-: cov.er， dur.ing， feath.er， giv.en， moth.er， liq.uid， rec.ord (名

調)， trav.el， val.ue 

(9c)のfeather，motherの出は一つの分節音/d/であるので， tとh
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は切り離せない。二重母音は直後の子音を尾子音としないのであるが，形

態素境界をはっきりと示す場合にはbak.ery，fail.ure， tast.yのように超重

音節になることもある。

語頭の音節に強勢がない場合には，次のように母音間の子音は後の母

音と結合している。

(10)第一音節が軽音節の語

a.bove， a.broad， a.cross， ca.nal， re.cord (動調)， se必ct

rec.ordとre.cordは音節の区切り方が異なるが，実際の発音でも

recordのrec-はひとかたまりに発音され， recordは， reとcordには切

れ目がある。しかし，強勢に合わせた音節構造を形成している辞書の区分

が，そのまま発音を反映するものにはなっていない。このことに関して

は後で述べよう。

重音節と軽音節のある語をみてみよう。

(1l)第一音節が重音節，第二音節が軽音節の語

おl.i.mal，ar.ti.cle， dil.i.gent， en.e.my， glo.ri.ous， med.i.cal， ob.sta.cle， 

ra.di.al， sal.a.ry 

(12)第一音節が軽音節，第二音節が重音節の語

be.gin.ner， ba.rom.e.ter， ca.pac.i.ty， Ca.na.dian， be.go.nia， ge.ol.o.gy 

以上のように，強勢の位置によってvcvのCが前の母音に結合する
(V.CV)か，後の母音に結合する (VC.V)かが決められる。

B.子音連結

母音聞に二つ以上の子音が連結している場合には，通常最初の子音を
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前の母音と結合し，残りの子音は後の母音と結合する。従って，最初の

子音は尾子音になり，残りの子音は頭子音になる。

(13)子音連結の音節構造

ab.strac.tion， ac.tive， as.tron.o.my， Bos.ton， Bos.to.ni.an， cas.t1e， 

com.pan.ion， hun.ger， ig.nore， in.deed， is.land， mus.c1e， pen.a1.ty， 

per.fec.tion， sin.gle， wal.nut 

ngのnとgを分離するかどうかは，発音によって、決められる。 hun.ger

[hA1J .g~r J， sin.gle [sI1J.glJと違って Englishは辞書ではEng.lishと区切

られている。 ngを尾子音とするのは sing.er[sI1J ~r Jのように ngが[1JJ

と発音される場合であって， Eng.lishと区切ると [I1JhJ] と発音される。

[I1JghJ]と発音するのであればEn.glishと区切らなければならない。ち

なみに，辞書には二通りの発音が記載されている。 island[aIl~ndJ のs

のように発音されない文字があっても，子音問に音節境界を置いている。

doubleのようにleで終わっている語は， leはその直前の子音と結合し

て-Cle音節を形成する。

(14)・Cle音節

ar.ti.c1e， cir.c1e， cou.ple， star.tle， stl.fle， tre.ble， tri.ple， trou.ble 

pick1e はpic.k1eとかpi.ck1eには区切られずにpick.leと区切られる。そ

れは ckが一つの分節素/k/であるのでcとkを分離できないことと，

ckは語頭の位置には起こらないので，頭子音にはなれないということで

ある。辞書での音節区分は，スペリングが大いに影響している。(14)の

-Cleは通常 [-qJと成節子音に発音される。このような弱連結 (weak

c1uster)は，二つの子音の結びつきが強いので，一つの音のまとまりと

見なされるのであろう。
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C.音のまとまり

複数の分節音が一つのまとまりをなす場合には，一つの音節を形成する。

前に語根と接尾辞との結びつきが強い場合には，語根の子音が接尾辞の

頭子音になる例を見てきたが，次の語は接尾辞の母音が語根の子音に影

響を与えるものであり，二つの分節はまとまりをなしている。下線部が

まとまりである。

(15) 摩擦音化

a. t → J : act [akt] + ion → ac.世on[ækJ~m] 

b. s →J: office [::Jf~s] + ial→ of.fi.cial [~fiJ~I] 

c. k→ J : politic [PQl~tlk] + ian→ pol.i.弘cian[pQl~ÌlJ~n] 

d.z →3 : c10se [klouz] + ure→c1o.sure [klou3~r] 

直後の母音に同化して摩擦音化する破裂音が，すべて接尾辞の頭子音

になるわけではない。 dialog[dal~bg] +ic は [g] が破擦音 [d3] に変

化しているにもかかわらず， di.a.log.ic [dal~lQd31k] と区分されている。

これは (8)の例のように派生語全体に音節区分がなされているのであり，

強勢のある -log-を重音節にしているのである。 log.icや廿ag.icのような

語と同様の音節区分をしている。摩擦音化の音節を音のまとまりと見る

他の例をみてみよう。

(16) a. c [J] : spe.cial [spcJ~I]， sus.pi.cion [S~splJ~n] 

b. s [J] : re.pul.sion [npAlJ~n] ， di.men.sion [dlmcnJ~n] 

s [3] : vi.sion [v13~n] ， di刈.sion[dlVl3~n] 

c. t [J] : po.si.tion [p~zlJ~n] ， pe.凶.世on[p~ÌlJ~n] 

d. g [d3] : pi.geon [pld3~n] ， mar.訴n[mord3m] 

pigeonと同音異義語 (homonym)のpidginはpidg.inと区切られてい
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る。これは dgはjudg.mentのように単独で [d3] と発音され，次の母

音iに影響されたものではないからである。

2.3. スペリングによる音節区分

子音が連結している場合に，最初の子音を前の母音と結合し，その他

の子音は後の母音と結合すると述べたが，それと同様に，二つの同じ子

音が並んでいる場合には，聞に音節境界を置く O

(17) 同一子音の区分

ad.di五on，al.1ow， as.sist， bet.ter， car.ry， com.mit.tee， con.fes.sor， 

con.nect， ham.mer， hap.py， lad.der， Mis.sis.sip.pi， of.:fice， rac.coon， 

rub.bish， sug.gest 

(17)のような子音連結を音韻的音節区分として扱わないのは，同一子

音は二つで一つの分節素であり，単音として発音されるからである。

happyの [p]が前の母音と結びつくのか，後の母音と結びっくのかは

hap.pyの分け方では明らかでない。強勢と音節を関連付けるやり方では，

happyは [hap.I]となり， raccoonは [ra.kun]となり， Mississippiは

[mIs.;;).sIp.I]となる。辞書のように，強勢によって重音節と軽音節に分

け，それがそのまま音のまとまりとして発音されているかは問題である

が，音節と強勢を関連づける一つのやり方である。

Chomsky & Halle (1968:70-71)の主強勢規則 (MainStress Rule)に

よれば，強勢は重音節に関係なく付与される場合が多い。例えば，

mother，宣gure，edit， s凶dy，solid， America， cinema， asparagusの強勢は，

重音節だから付与されるのではなく，語末第二音節，あるいは語末第三音

節だから付与されているのである。 Chomsky& Halleでは，強勢のつく

音節がどのような構造を成しているかは問題にしていない。当時はまだ，

音節構造の重要性が認識されていなかったようである。
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次章では母音間の子音がどのような音節構造で表されているかを，

Kahn (1976)とSelkirk(1982)で見てみよう。

3.両音節化と再音節化

前章では辞書に記載されている音節の区切り方について述べてきたが，

本章では，初めにKahn(1976)の図表示 (graphicalrepresent凶on)を

用いて音節の構造を表そう。

母音間の子音が，どちらの母音と音節を形成するかに関しては，最大

頭子音の原則 (MaximalOnset Principle)というのがある。この原則は，

母音間の子音は頭子音となり得る限りにおいて，後の母音と結合すると

いうものである。子音が頭子音となり得る限りというのは，子音連結

(consonant c1uster)が語頭として可能な限りという意味である。この原

則についてKahnとSelkirkは次のように述べている。

(18) 最大頭子音の原則

a.…initial c1usters are of maximallength， consistent with仕legeneral 

cons仕aintョonword-initial consonant c1usters. 

(Kahn， 1976: 41) 

b. In the syllable structure of an utterance， the onsets of syllables are 

maximized， in conformance wi出 theprinciples of basic syllable 

composition of出elanguage. (Selkirk，1982:359) 

この原則による音節境界は， Kahn (1976:41)が述べているように，

ゆっくり話す場合に途切れ (pause)として認識されるものであり，次の

ようになる O



英語の音節構造は両音節性か再音節性か -11-

(19) a. V.CV: co.ver， hea.ven， ho.tel， i.nept， mo.neぁ pi.geon，rai.ny， 

tea.cheぉ ascendh.send/， but1er /bA.t<lr/， happy /ha.pI/， 

reccoon /ra.kun/ 

b. V.CCV: a.spect， be.廿ay，Bo.ston， re.spect 

c. V.CCCV: a.stride， di.screet， di.splay， di.stress， mi.s仕ess，re.s甘aint

d. VC.CV: ac.tion， ac.to乙af.ter，At.lan.tic， cur.tain， men.ta1， sel.fish， 

sig.na1， un.kind 

e. VC.CCV: an.gry， chil.dren， com.plain， con.stant， hum.bly， su1.try 

(19)の音節構造を図表示を用いて表すと次のようになる。

(20) a. ascend but1er happy raccoon 

1d 
s s 
jj ~A 

<lsend bAt<lr hapI rakun 

b. Boston betray respect 

iJ jJ id 
bost<ln bItreI fIspekt 

c. discreet display restraint 

iA jぷ iA 
dIskrit dIspleI fIstreIllt 

d. actor signa1 selfish At1antic 

ii ~~ 
aktn 
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e. complain children constant 

S S S S 

KA ~~ 人A
kgmplem tfIldren konstgnt 

3.1. Kahnの音節構造

スロースピードで話す際の音節構造は (20)示したが， Kahn (1976)は，

普通のスピードで話す際には音節聞に切れ目がないことから，母音間の子

音が二つの音節にまたがるという両音節性 (ambisyllabicity)を提案して

いる。両音節化 (ambisyllabification) は後の音節に強勢がない語に適用

される規則であり， raccoon，record， be仕ay，respect， distress， complain， 

abs廿actのような後の音節に強勢のある語は，最大頭子音の原則によって

なされる音節区分が，そのまま普通のスピードで話す際の途切れになって

いる。このことは，強勢のない第一音節は軽音節であり，強勢のある第一

音節は尾子音を取る重音節であるという辞書の音節区分と一致する面で

もある。

Kahnの両音節化を見ていこう。一つは後の音節の頭子音を前の音節に

結びつけるというものである。その際，従来の頭子音と音節を結び付け

ていた線は消されずにそのまま残される。

(21) 両音節化規則A (KahnのRulem， p.48) 

寸
I
I
J
g
o
 n
 
∞
|
|
|
臼

h
 

C Co [ヰssJassociate C and Sl 
ν 

[ -consJは母音とわたり音であるが，本稿では二重母音はわたり音を

用いていなしミ。 (21)の規則により，次の点線のように頭子音が前の音節
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と結びっく。なお本稿では音節を上に，分節素を下に書くこととする。

(22) a. happy b. hammer 

s s s s s s s s 

~ ~ ~\~ ~ ~ A¥A¥ 
c. Boston d. biscuit 

SAM sA s S 
A~ ^\~ ^ A ~\Æ\ 
e. Haskins f. April 

s s s s s s s s 

~ ~ ̂ \~ AJ1I ~\~ 
辞書では (22)の語はhap.py，ham.mer， Bos.ton， bis.cuit， Has.kinsと区

分し，強勢のある音節をcvcの重音節にしている。このことはKahnが
母音と尾子音の聞に切れ目がないと感ずるのと一致している。 (22a)の

happyのpは無気音なので，音節の頭子音にあってはならないことから，

(21)の両音節化は，帯気音化されない無声破裂音 [p，t， kJの音節構造

をも表していることになる。Kahn(1976:73)は帯気音と無気音の音節

を次のように表している。なお，次の発音記号はKahnのものである。

i'N\~ ~~ 

capon 

S
A川川
、

m

S
A
ハハ一日
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(22日のAprilには両音節化規則を適用しではならない。それはApril

の/p/は非強勢母音の前ではあるが，次に共鳴音/r/があるので帯気音

[phJ に発音されるからである。Kahnは帯気音化と両音節化の関係をど

の程度考慮しているのであろうか。

Kahnの二つ目の両音節化規則は，前の音節の尾子音を次の音節と結び

つけるものであるoKahnは，普通のスピードでは品立erはAsto乙Haskins

と同じく二つの子音聞に切れ目が感じられないと述べ，次の規則を提案

している。

(24) 両音節化規則 B (KahnのRuleN， p.49) 

Co [ヰss]associat 
|¥ゾ

(24)の規則は次のように適用される。

~~ ~:~ 

b. actor 

^ ~ ~:J1\ 

S
A爪
w

s
A山
川

同

shAw

a
S
A川
川
川
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(24)の規則は，子音聞に途切れがないことを表しているが，それは同

時に， afterとactorの/t/が無気音である音節構造を表している。

ここで (24)の規則の問題点について述べよう。両音節化を適用して

派生された音節構造は，音節鋳型 (syllabletemplate)を満たすものでな

ければならない。このことに関して Selkirkは，派生された音節構造に対

しては音節構造保持の原則(官lePrinciple of Syllabic Structure Preserva-

tion)が守られるべきであると次のように述べている。

(26) 音節構造保持の原則 (Selkirk，1982:368)

The derived syllable structure produced by rules of resyllabification 

must conform to the syllable template of the language. 

Selkirk (1982: 367)はpyg.my，refresh.mentの [mJ が頭子音であり，

Elm.er， garm.entの [mJが尾子音なのは，音節構造保持の原則に従うと

述べている。 Selkirkはこの原則については尾子音の分節素にのみ言及し

ているが，本稿では頭子音の音体系もこの原則にしたがうべきだと考え

る。 (25a)のafterはfが次の音節と結びつくため，後の音節は・島erとな

る。[立]は頭子音としての音体系に反するものであり，音節鋳型を満た

していない。このことに関しては Selkirk(1982: 370-371)カヰ旨掃iしてい

るように， (24)の規則は，後の音節の頭子音が前の音節に結びつくもの

に修正されるべきである。そうなればafterのtは尾子音となり， aft-と

いう音節構造保持の原則に適った音節を形成する。 (25e)のhungerも

[lJgJ は頭子音になることはないので問題である。

cvが基本的であり普遍的な音節であることから，母音が前の子音と結
びつき， cvの音節構造を形成するのは自然な現象であるo (25)の
hanger， hangingの[昭] は頭子音にはなれないが，次の母音と結びつ

き，両音節子音になっている。 cvの音節形成についてKahnは，次の例
のように二つの語の聞で子音と母音を結びつける両音節規則を提案して
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いる。この規則は，二つの語が連続して発音される際のものであるが，

後の音節の強勢に関係なく適用される。

(27)両音節化規則 C (KahnのRuleV， p.53) 

In C V associate C and S 

↓ 

^ It¥ A，A¥ ~~ ~/~ 
;;，nelillー.;;，nelill 

Kahn (1976:54)が指摘しているように，組討mとanameは普通のス

ピードでは同じ発音になる。その場合の anameの音節構造は， Kahnに

従うと次のように (28a) と同じになるであろう。

(29) a name 

I ~ [¥爪
;;， nelill一歩;;，nelill

Kahnの音節構造について述べてきたが，回lanの特徴は，普通のス

ピードでの切れ目のない音節を，子音の両音節化を用いて表していること

にある。しかし，音節構造を自律音節的に表していいのか，両音節化はど

の程度まで用いるべきなのかという問題が残る。

3.2. Se出 rkの音節構造

頭子音をその前の音節と結びつけるのがKahnの両音節化であるが，
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Selkirk (1982) も同様に，強勢のある音節にその直後の頭子音を移動し，

重音節あるいは超重音節にしている。辞書では強勢のある音節を超重音

節に区分することはないが，できるだけ子音を強勢のある左の音節に移

すというのが，普通のスピードで話す際の音節構造なのである。

Selkirkによると，頭子音の無声破裂音は，帯気音であればそのまま移

動することはないが，無気音であれば前の音節に移動しなければならな

い。 Selkirk(363-366)が例として挙げている帯気音と無気音は次のもの

である。なお，強勢記号は筆者が付けたものである。

(30)帯気音

a.語頭:Toronto， path剖c，ca1amity 

b.強勢母音の前:hotel， repair， rec加t

c.共鳴音の前:atrocious， apply， accretion， incline， improve， bet-

w士K1:， acquaint， ac仕ess，acrimony， countrified， implication， accla-

mation， April 

(31) 無気音

a. sの直後:Estelle， despair， askおlce，des仕oy，display， discreet， 

mis廿ess，miscreant， explicate 

b. t + 1 : Atlantic， antler， atlas 

c.非強勢母音の前:wacky，制itude，happen， Hecate， interpolate， 

happy， mightiest， accolade， beaker， goiter， digita1， particle， 

orchestra，凶rpitude

(31b)のd連結音が帯気音にならないのは， tが音節末(syllable-fina1) 

にあるからである o tlは音節頭(syllable-initial)にはなれないので，最

大頭子音の原則により At.lantic，ant.1e乙at.1asと区分される。 (31c)は無

声破裂音の前の分節音が母音と rなので，無気音に発音されるのは非強

勢母音の前であると同時に， [一子音性]の後ということになる。 (30)
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は必然的に帯気音になり， (31)は必然的に無気音になるものである。更

にSelkirk(366)は，帯気音が随意的な語を次のように挙げている。

(32)随意的帯気音

a.阻害音の直後:elliptical， ap世知de，actor，従ter，ictus， hefty， restric-

tive， prodúctive， nápkin， ~tldns，Rifltin， Lefkovntz 

b.鼻音の直後:contemplat疋， p如tomime，winter， center， wimpy， 

ampersand， contemporary，如chor，lanky， linkage， Inca， bountiful， 

plaintive 

c.側音の直後:賞lter，alti仙台， helter， skelter， poltergeist， alcohol， 

Elka， wilkins 

(32a)のnapkinと阻盆泊には [nぉp.khm]， [napk.m]と [r吋.khm]， 

[nfk.m]のように帯気音と無気音の発音があるのだが，音節末の [-pk]と

[也]は音節構造保持の原則に反する。この原則はどのレベルで，どの程

度守られるべきなのだろうか。この原則が守られるのは，ゆっくり話す

際の音節構造であり，普通のスピードで話す際には音韻変化も生じるこ

とから，音素のレベルの音節構造がくずれることがあるのは当然である。

強勢のない音節の頭子音を左の音節に移動する規則を Selkirkは再音節

化 (Resyllabi:fication) と呼んで、いる。再音節化規則は二つあるが，一つ

は母音間の子音を左の音節に移すものである。

(33)再音節化規則 1，(義務的)(SelkirkのResyllabi:fication1， p. 365-

369) 

x [一cons]
1 2 

(s)[一刷日 [ZLs] Y 
5→ 1， 2+3， ~， 4， 5 

Se出rkの再音節化によって，前の核音と共に脚韻を形成する子音は，

Kahnの言うような両音節音ではない。 (33)の規則は義務的であり，単
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子音と sCの子音群が前の音節の尾子音になって，後の音節の頭子音はな

くなる。再音節化規則 Iは次のように適用される。[-consJ は母音とわ

たり音であるが， Selkirk (366)は/r/もわたり音と見なしている。

(34)再音節化規則 Iの適用

a. sC尾子音化:wa.ster.ly→ wast.erl.y， a.spen → asp.en， Ta.sca. 

loo.sa→ Tasc.a.loosム bi.scuit→ bisc. uit， BO.ston→ Bost.on， 

mi.stress → mist.ress (脅mistr.ess)，mi.scre.ant→ misc.re.ant 

(六miscr.e.ant)

b.単子音尾子音化:/wa.kl/ → [wak.lJ wacky， /hæ.p~n/ → 

/hæp.~n/ happen， /ha.pl/→ [hap.lJ happy， /hæ.m~r/ → 

[ham.O" ] hammer， / æ.k~lèld/ → [æk.~.lèldJ accolade， migh.ty 

• might.y， bea.ker → beak.er， goi.ter→ goit.er， re.cord→ 

rec.ord， par.ti.c1e→ part.ic.le， or.che.stra→ orch.est.ra， tur. 

pi.仙de→凶叩.i.ぬde [th3-p.~.thjùdJ 

頭子音の共鳴音をどのように扱うかが (33)の規則では明確で、はない。

wasterlyの/1/は規則によって尾子音になるのだが， April [紅phnl]や

acc1amation [æ.khl~.mélf.~nJ の /p/， /k/ を移動しない条件を付けなけ

ればならない。更に， mistress， miscreantの/r/が移動するのかどうか

が， (33)の規則では明確で、はない。再音節化が適用されずに帯気音に発

音される語は，次のように音節区分される。

(35)再音節化の不適用

a.強勢母音の前:hO.tel， re.pair， re.c如t

b.共鳴音の前:a.仕o.cious，be.twixt， a.cri.mon.y， April [札phnl]， 

apply [~.phlaJ J ， acc1amation [æ.khl~.mélþnJ 
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Selkirkのもう一つの再音節化規則は，前の子音の尾子音に後の音節の

頭子音を移すものである。

(36)再音節化規則 II (随意的)(SelkirkのResyl1abi:ficationII， p. 365・

369) 

r +syl1 1 
X [+cons] (s) [-syll] L-s仕essJ

1 2 3 4 

Y 

5→ 1，2+3，併， 4，5

(36)の規則は随意的な規則であるが，規則が適用されて無気音に発音

される語には次のものがある。

(37) 再音節化規則 Eの適用

a. CC尾子音化:ac.tor → act.or， af.ter →組.er，h抵ty→ h組.y，

nap.kin → papk.in 

b. nC尾子音化 pan.to.mime → pant.o.mIme， WIll.ter → wint.er， 

w伯1.py→ wimp.y，釦.chor→如ch.or，lin.kage→ link.age 

c. lC尾子音化:五l.ter→宣lt.er，al. ti.仙台→ alt.i.仙台， he1.ter 

helt.er， E1.ka → Elk.a 

SelkirkがKahnの両音節化に反対する理由は，母音間の子音は，後の

母音よりも前の母音とつながりが強いというものであるが，その一つに

歯茎破裂音/t，d/の単顛動音化 (tapping)を挙げている。 writer，rider 

の/t，d/が単顛動音 [D] になるのは音節末 (syl1able-fina1)に限るので，

両音節化は不必要だとするものである。

(38) Tap (Selkirk， 1982: 373) 

一/σ(...[-cons] [平
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(39) raI.ter→ raID.;Jr‘writer'， ra:1.d;Jr→ ra:1D.;Jr‘rider' 

Sεlkirkは， [D]は音節末に起こり，音節頭には起こらないので両音節

化が不必要だと述べているが，問題がある o cat， headの/t，d/は語末で

あるが，音節末でもある。しかし，この位置では決して [D]に発音さ

れない。 cata1ogue，headacheのように，次に[-cons]の素性を持つ分

節音が来て初めて単顛動音に発音されるのである。それゆえSelkirkは閉

鎖解放 (release)という条件を付けているのであろうが，それではなお

さらのこと次の母音と結びつける両音節化が妥当となる。

Selkirk (1982:372)が得音節性 (resyllabicity)を主張するもう一つの

理由を挙げよう。 college[kahd3]の/1/は dollの語末音と同じく暗い

1 (軟口蓋側音) に発音される。一方， collegial [k;Jlid31;J1]の/ν は明
るい1(歯茎側音)である O このことはcollegeに再音節化が適用される

ことによって， /1/は尾子音になり，もはや頭子音ではないことになる。

その場合，軟口蓋音化規則は，次のように再音節化した語に適用される。

(40) /ka.hd3/→ [kabd3] college， /k;J.li.d31;J1/→ [b.lid3・1;J1]collegial 

4.音節構造

vcvのCを強勢のある前の音節と結びつけて重音節にしようという考
えは， KahnもSelkirkも同じである。両者で大きく異なるのは，両音節

化か再音節化かである。ここで見逃してはいけないのは，両者は共に普

通のスピードで話す場合の音節構造だと述べているが，両者には音声レ

ベルに違いがあるということである。再音節化ははっきりと，あるいは

ていねいに話す場合の音節構造を表すものであり，一方，両音節化はくだ

けた話し方，あるいは速く話す場合の音節構造を表すものであるO 従って，

再音節化の構造は，音節構造保持の原則が守られているものであり，両
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音節化の構造は，その必要がないものとなる。

筆者が両音節性を受け入れる理由は，前にも触れたが，音節構造は

ゆっくり話そうが速く話そうが， cvが基本形であるということである。
record [rd研 d]とrecord[nbrd]を比べてみても，子音と母音は同じ

ように連続して発音され， recordに特に [k]と[ョ]の聞に切れ目があ

るわけではない。その点両音節性では， cv音節を連続音として表現でき
る。

両音節化はくだけた話し方をする場合に適用されると述べたが，それに

は単顛動化，つまり弾音化と声門化が挙げられる。 water[w:):D~r] の弾

音 [D] と， bott1e [bQt?~l]の声門閉鎖音 [t?] は母音問，あるいは共

鳴音聞で認められるが，両音節性ではこれらの子音が後の母音とも結びつ

いていることがうまく表現できる。更に，後の母音と強いつながりがあ

る子音に， officia1の[J]， visionの [3]，scheduleの [d3/dj]のように

直後の母音の影響を受けて発音される子音がある。

本稿では Selkirkの再音節性とKahnの両音節性の両方を用いて音節構

造を構築するが，両者は音声レベルで区別されるものである。

4.1. 再音節性

(33)のSelkirkの再音節化規則 Iは， v.cvのCを前の音節に移動する
ものであり，はっきり，ていねいに発音する場合の規則であるobis叩 it

のように， -sCの連結子音も移動するかどうかについては意見の分かれる

ところであるが，本稿ではSelkirkに従ってVsC-音節を形成するものと

する。 Selkirkの再音節化規則 Iでは， mistressの [r] を移動するかど

うかが不明確であり， Aprilの [ph] も移動してしまうことになるので，次

のように修正する。



英語の音節構造は両音節性か再音節性か -23 -

(41)再音節化規則

r V 1 
X [-consJ (s) [+consJ (son) L -stressJ Y 

1 2 3 4 5→ 1，2+3，4， 5 

where 3 and 4 does not have・C[sonJ cluster initially. 

(41)の規則の適用例と不適用例は， (34) と (35)に挙げてあるので

ここでは省略する。この規則に臨意的な共鳴音を書き加えたのは，

mist.ressのように/r/を移動させないためである。移動させると

mistr.essとなるが， Vs甘・音節は音節構造保存の原則に反する。A.prilは

/pr/が音節頭であるので，規則が適用されず， /p/は帯気音に発音される。

4.2. 両音節性

(36)のSelkirkの再音節化規則Eは随意的な規則である。前の強勢音

節にすでに尾子音がある場合には，あえて次の音節の頭子音を移動しな

くても良いというものである。この規則が適用されないのは，はっきり

とていねいに発音する場合の音節構造であり，音節構造保持の原則は守

らなければならない。一方，くだけで，あるいは速く話す場合には，後

の音節頭が前の音節と連結して発音されている。くだけた話し方の音節

構造は子音の両音節化したものである。 napkinや斑食hのように移動す

ることによって音節構造保持の原則を破る子音連結も，両音節化を用い

る音声レベルでの発音と考えれば説明がつく oSelkirkの再音節化規則E

に換わって， Kahnの規則を修正した次の両音節化規則を提案する。なお，

音節表示を分節素の上に書くことにする。

In X[+cIons]心J Y associate Sl and C. 
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(42)の規則がKahnのと大きく異なるのは，後の音節の頭子音を前の

音節に結びつけるという点である。これは強勢のある音節が尾子音を取る

という原則に基づいたものである。規則は次のように適用される。

(43) 両音節化規則Iの適用

a.阻害音の直後

xxxx 
ækt~)f→ ækt~r 

ffi!¥¥ t¥¥、ハ¥

M ffi ~\M 
C.側音の直後

宣lter

~~ ~，/~ 

S
A川
出

S
ん
パ
副

W

S

A
川
M

a
S
A

ハ副

バ、\~ 爪ミ¥r¥

~ A¥ ~(!I\ 

川川

両音節化規則 Iは，後の音節頭がc+共鳴音であれば，次の例のよう

に適用されない。
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(44) -Cr音節頭

country 

ト人

simply 

S
A川
内

s
h川
川
…

sul廿y

S
A川川

S
A川
川
叫

actress 

sA~ 

s
l
ハ抗

音節の基本形は CVであると述べたが， CとVを結ぶのが (27)に挙

げたKahnの両音節化規則である。 (42)にならって書き換えると次のよ

うになる。

両音節化規則E

v
 

z

)

 

S
I
l
i
-
-
n
 
nu 
g
o
 
(
 

(45) 

S2. 叩 dC associat疋Y X In 

(46)両音節化規則Eの適用

b. mistress 

ぶAバ叫

a. at1as 

;̂1¥ ^/~ 
d. vision 

川川

c. biscuit 

~~ ~\ 
e. happen 

U→川→ [hap?;m]→[hap?m
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工hanging

~ ~ !\\，/~ ~\ ~/\ 

Ai→川→同→[叫

ト¥~\ 
(45)の規則は次のように，強勢に関係なく，しかも語境界をまたいで

適用される。

ffi ~ ~，/~ ~ ~ ~，/~ 

5.おわりに

音節構造に三つのレベルがあることを述べてきた。一つは，ゆっくり

話す際の音素レベルの構造であり，最大頭子音の原則に基づいて区分さ

れる音節構造である。二つ目は，はっきりと発音する際の音声レベルの構

造であり，音節構造保持の原則を守っている音節構造である。三つ目は，

くだけた話し方をする際の構造であり，子音の両音節性を表すものである。
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子音が二つの音節にまたがっていると考えると，母音聞で起こる atlas

[ぉt?l~sJ ， happen [hæp?~nJ のような声門化やbutter[bAD~r J， rider 

[ra:ID~rJ のような弾音化がうまく説明できる。

さて，我々の用いる英語辞書の音節区分は，音韻上どのようなもので

あろうか。強勢のある音節が重音節であり，強勢のない音節が程音節であ

るというのは，辞書にも取り入れている原則であり， Selkirkの再音節化

に見られるものである。しかもその構造は，音節鋳型を満たすものであ

る。問題は，辞書では再音節化が義務的ではないことにある。辞書では

dis.a.gree， fai1.ure， sav.ingのような接辞添加の語は，たまたま強勢音節に

尾子音があるが， cr白.ture，na.tive， o.penのような二重母音の音節には再

音節化が適用されていない。 cov.er，giv.en， rec.ordに再音節化が適用され

ているのであるから，音韻的には creat.ure，nat.ive， op.enのように音節区

分するのが妥当であろう。それは音韻上の音節区分では軽音節は基本的

には [mIs.~.sIp.IJ Mississippi， [ぉn.~.mæ1.I.tI J animalityのように短母

音/・V-jになるからである。

辞書に両音節性でうまく説明のつく音節区分がある。 vi必on，of，丘cial，

po.si.tionの下線部の子音は，その発音の面から，前の音節ではなく後の

母音と結びついている。このことを両音節性では，前の音節との音韻的な

結びつきと同時に，次の母音との音声的な結び、つきをなすことでうまく

説明できる。
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